
第
四
節
　
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
展
開

一　

生
涯
教
育
か
ら
生
涯
学
習
へ

生
涯
学
習

体
制
の
確
立

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
の
兵
庫
県
の
「
二
一
世
紀
へ
の
生
活
文
化
社
会
計
画
」
は
、
六
十
年
を
目
標
年
度

と
し
、
そ
の
第
一
の
柱
「
人
間
形
成
の
場
と
文
化
的
風
土
の
培
養
」
の
中
で
社
会
教
育
に
お
い
て
「
生
涯
教

育
を
実
現
す
る
た
め
に
は
（
中
略
）
社
会
教
育
の
飛
躍
的
な
充
実
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
生
涯
教
育
と
社
会
教
育
の
関
係

を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
知
事
部
局
が
県
教
育
委
員
会
か
ら
高
齢
者
教
育
等
の
事
務
委
任
を
受
け
る
な
ど
、
行
政
横
断
型
の
総

合
的
な
推
進
体
制
が
整
っ
た
。

　
折
し
も
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
、
国
の
中
央
教
育
審
議
会
は
、「
生
涯
教
育
に
つ
い
て
」
の
答
申
の
中
で
、「
生
涯
学
習
の
た

め
に
、
自
ら
学
習
す
る
意
欲
と
能
力
を
養
い
、
社
会
の
様
々
な
教
育
機
能
を
相
互
に
関
連
性
を
考
慮
し
つ
つ
総
合
的
に
整
備
・

充
実
し
よ
う
と
す
る
の
が
生
涯
教
育
の
考
え
方
で
あ
る
」
と
生
涯
学
習
と
生
涯
教
育
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
県
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
生
涯
教
育
推
進
会
議
を
開
催
し
、
生
涯
教
育
の
理
念
を
行
政
に
ど
う
生
か
す
か
、
ま
た

そ
の
た
め
の
県
の
役
割
や
推
進
形
態
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
っ
た
。
青
少
年
教
育
、
高
齢
者
教
育
、
婦
人
教
育
、
芸
術
・
文

化
の
事
務
委
任
は
も
と
よ
り
、
元
来
、
生
涯
学
習
の
領
域
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
全
体
の
掌
握
の
た
め
に
、

同
年
の
生
涯
教
育
関
係
施
策
・
事
業
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
三
五
局
・
課
・
室
に
お
い
て
二
〇
六
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
位
置
づ
け
の
調
整
や
体
系
化
が
急
務
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
、
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県
教
育
委
員
会
は
文
部
省
の
補
助
を
受
け
、
生
涯
教
育
推
進
事
業
を

実
施
し
た
。

　
県
で
は
、
生
涯
教
育
関
連
課
室
の
担
当
者
か
ら
成
る
生
涯
教
育
理

念
研
究
会
が
、
兵
庫
県
の
生
涯
教
育
の
基
本
と
な
る
考
え
方
を
ま
と

め
、
次
い
で
生
涯
教
育
関
連
課
室
長
等
で
構
成
さ
れ
る
生
涯
学
習
推

進
会
議
が
、
そ
の
ま
と
め
を
基
に
「
総
合
的
な
生
涯
教
育
」
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
、
県
の
社
会
教
育

委
員
の
会
議
は
、
審
議
報
告
「
五
二
〇
万
県
民
の
生
涯
教
育
─
と
も

に
生
き
る
た
め
の
学
習
社
会
を
─
」
を
ま
と
め
、
地
域
的
課
題
や
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
推
進
方
策
を
提
示
し
た
。
そ

の
後
、
県
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
審
議
報
告
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
同

年
、
兵
庫
県
生
涯
教
育
連
絡
調
整
要
綱
を
制
定
し
、
生
涯
教
育
関
係

部
長
会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
幹
事
会
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
た
め

の
生
涯
教
育
推
進
会
議
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
生
涯
教
育
主
事
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
つ
つ
、

生
涯
教
育
施
策
目
標
の
策
定
、
事
業
の
企
画
・
開
発
、
諸
事
業
の
体
系
化
、
事
業
間
の
連
携
や
、
予
算
要
求
に
関
わ
る
横
断
的

な
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
な
お
、
各
会
議
に
お
け
る
生
涯
教
育
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
提
供
に
は
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ

ン
タ
ー
が
当
た
っ
た
。
当
時
、
生
涯
教
育
の
府
県
レ
ベ
ル
で
の
組
織
化
は
徐
々
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
特
徴
的
な
取
組
と

表83　生涯教育施策事業の調査結果
部・局・課・室別の事業数 教育分野別事業数

（1）知事部局
部・局・課・室 事業数 分野 事業数

広報課
外務課
総務部　　　2課
生活文化部　1局3課2室
民生部　　　6課
保健環境部　3課
商工部　　　4課
労働部　　　4課
農林水産部　4課

2
2
8
48
41
12
14
26
8

家庭教育（含乳幼児）

青少年教育

婦人教育

高齢者教育

成人教育

障害者教育

全般

12

34

15

16

70

14

45

（2）教育委員会
体育保健課等　5課 45

合　計 206 合　計 206
� （『兵庫県教育史』を参照して作成）
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し
て
、
知
事
を
頂
点
と
す
る
県
行
政
統
一
型
で
取
り
組
む
秋
田
県
と
、
事
務
委
任
も
含
め
、
生
涯
学
習
施
策
を
県
全
体
で
横
断

的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
兵
庫
県
が
挙
げ
ら
れ
、「
東
の
秋
田
、西
の
兵
庫
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
先
進
的
な
取
組
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
学
識
者
や
生
涯
学
習
関
係
の
審
議
会
・
委
員
会
の
代
表
等
に
よ
る
生
涯
教
育
中
央
推
進
会
議
を
設
置
、
生

涯
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
、
モ
デ
ル
事
業
の
開
発
等
を
進
め
た
。
県
や
市
町
と
の
役
割
分
担
、
連
携
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
は
生
涯
教
育
地
区
推
進
会
議
が
担
当
し
た
。
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
先
進
的
事
業
を
実
施
す
る
県
立
の
各
施
設
は

社
会
教
育
施
設
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
地
区
推
進
会
議
と
の
連
絡
・
協
議
に
当
た
っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
度
以
降
、
文
部
省
委
嘱
の
「
生
涯
教
育
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ
た
。
同
年
度
は
企
業
、

六
十
一
年
度
は
社
会
教
育
団
体
等
、
六
十
二
年
度
は
青
少
年
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
広
範
囲
な
実
態
調
査
が
行
わ
れ
た
。
県
で

は
、
そ
れ
ら
の
実
態
も
踏
ま
え
つ
つ
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
従
来
、
印
刷
物
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
生
涯
学
習
情
報
に
つ
い

て
、
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
図
ら
れ
た
。

ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
県
立
一
三
施
設
（
各
教
育
事
務
所
・
県
立
図
書
館
・
県
立
歴
史
博

物
館
・
各
文
化
会
館
）
と
県
内
二
一
市
町
に
端
末
機
が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
に
は
、「
指
導
者
、
施
設
、
団

体
・
サ
ー
ク
ル
、
情
報
源
、
事
業
、
資
格
、
見
学
、
教
材
」
の
八
領
域
に
大
学
の
公
開
講
座
も
加
え
ら
れ
、
四
七
市
町
が
参
加

し
、
こ
れ
ら
あ
わ
せ
て
九
〇
施
設
が
結
ば
れ
た
。

市
町
の
生
涯

学
習
体
制

市
町
に
お
け
る
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
担
い
手
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
の
社
会
教
育
指
導
員
設

置
事
業
と
四
十
九
年
か
ら
の
派
遣
社
会
教
育
主
事
制
度
が
定
着
し
、
五
十
五
年
度
に
は
、
社
会
教
育
指
導
員

が
二
〇
市
二
郡
四
七
町
に
九
〇
人
、
派
遣
社
会
教
育
主
事
が
一
二
市
四
郡
三
一
町
に
四
七
人
が
配
置
さ
れ
た
。
社
会
教
育
指
導
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員
、
派
遣
社
会
教
育
主
事
は
そ
れ
ぞ
れ
に
継
続
的
に
研
修
の
機
会
を
持
ち
、
相
互
に
取
組
の
情
報
交

換
を
行
う
な
ど
、
県
内
全
域
に
お
け
る
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
資
格

を
得
る
た
め
の
社
会
教
育
主
事
講
習
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
六
七
人
、
翌
年
六
三
人
と
、

毎
年
七
〇
人
前
後
が
受
講
し
、
以
降
平
成
六
年
度
ま
で
に
七
四
〇
人
が
受
講
し
て
い
る
。

　
社
会
教
育
指
導
員
や
派
遣
社
会
教
育
主
事
制
度
が
定
着
す
る
中
、
社
会
教
育
施
設
等
を
活
用
し
て

住
民
の
生
涯
教
育
に
直
接
対
応
し
、
第
一
義
的
な
役
割
を
担
う
市
町
に
お
け
る
生
涯
教
育
推
進
体
制

の
整
備
や
事
業
の
体
系
化
が
急
が
れ
て
い
た
。
県
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
は
市
町
に
お
け
る
生
涯

教
育
状
況
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ
を
契
機
に
六
十
年
か
ら
三
年
間
、「
生
涯
教
育
モ
デ
ル
事
業
研
究

開
発
」
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
国
の
補
助
事
業
「
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町

村
事
業
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
県
内
市
町
へ
の
浸
透
を
図
っ
た
。
な
お
、
同
年
度
の
生
涯
学
習
モ
デ

ル
事
業
の
市
町
の
区
分
は
、
①
成
熟
都
市
型
、
②
都
市
近
郊
型
、
③
広
域
教
育
行
政
型
、
④
地
方
都

市
型
、
⑤
農
山
村
型
、
⑥
農
水
産
・
観
光
地
型
で
、
各
市
町
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
生
涯
学
習
が
実

施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
年
に
は
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業
」
へ
と
発
展
し
、
前
述

の
六
の
モ
デ
ル
型
に
応
じ
て
、
県
各
地
で
三
年
間
の
研
究
・
実
践
が
行
わ
れ
、
十
年
度
の
事
業
終
了

ま
で
に
一
二
市
三
九
町
で
実
施
し
、
生
涯
学
習
の
基
盤
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
へ
の

学
習
モ
デ
ル
の
提
示
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

表84　社会教育担当者の配置状況

年度 昭55 56 57 58 59 60 61 62 63 平成元 2 3 4 5 6
派遣社会教育主事
社会教育指導員

47
90

47
90

47
90

45
90

45
90

45
90

46
90

46
90

47
90

47
90

47
90

47
90

47
90

47
90

47
90

（社会教育主事講
習受講者） （67）（63）（70）（63）（73）（62）（70）（68）（48）（61）（49）（52）

� （『兵庫の教育』『教育の動き』より作成）
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生
涯
学
習
体

系
へ
の
移
行

昭
和
六
十
二
年
の
臨
時
教
育
審
議
会
第
四
次
答
申
で
は
「
生
涯
学
習
体

系
へ
の
移
行
」
を
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
、
日
本
の
教
育
・
学
習
の
方

向
性
を
明
示
し
た
。
こ
こ
に
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
生
涯
教
育
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

な
ど
を
包
含
す
る
概
念
と
し
て
の
生
涯
学
習
の
振
興
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
九
日
に
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
発
足
四
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「
二
一
世
紀
の
生
涯
学
習
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
県
立
文
化
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
。
県
内
各
地
か
ら
一
七
〇
〇
人
が
参
加
し
、
広
く
県
内
に
生
涯
学
習
の
方
向
性
を
提

示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
年
、
都
道
府
県
の
生
涯
学
習
事
業
に
関
し
て
、
そ
の
推
進
体
制
の
整
備
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
定
め
た
「
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
、「
生
涯
学
習
振
興

法
」）
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
、
県
で
は
平
成
五
年
、「
兵
庫
県
生
涯
学
習
基
本
構
想
」
を
、
次
い
で
六
年
「
ひ
ょ

う
ご
生
涯
学
習
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、「
県
民
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
学
べ
る
社
会
づ
く
り
」
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
平
成
五
年
の
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
兵
庫
大
会
の
開
催
で
、
生
涯
学
習
時
代
の
到
来
を
広
く
県
民
に
周
知
を

図
っ
た
。

写真 205　�21 世紀の生涯学習を考える�
シンポジウム

第二編　経済優先から生活文化重視へ

552



ひ
ょ
う
ご
ふ
れ
あ
い
ト
ラ
ベ
ル

　

─
生
き
が
い
創
造
協
会
自
前
の
旅
行
社
─
「
洋
上
大
学
」
も
ア
レ
ン
ジ

　
兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
九
月

に
旅
行
業
の
登
録
を
受
け
た
。
公
益
を
目
的
と
す
る
財
団

法
人
が
、
旅
行
業
者
と
提
携
せ
ず
に
独
自
に
旅
行
業
務
取

扱
主
任
者
を
雇
用
し
、
高
齢
者
の
学
び
の
一
環
と
し
て
の

国
内
・
海
外
の
研
修
旅
行
を
支
援
す
る
と
い
う
、
当
時
、

画
期
的
な
取
組
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
の
県

の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た「
高
年
洋
上
大
学
」

が
、
同
年
に
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
協
会
が
自
主
事
業
と

し
て
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
降
、
韓
国
、

中
国
、
台
湾
な
ど
を
訪
問
し
、
毎
年
三
〇
〇
人
を
超
す
参

加
者
が
あ
っ
た
。

　
平
成
二
年
に
は
、「
県
民
の
船
」「
青
年
洋
上
大
学
」
と

統
合
す
る
形
で
「
県
民
交
流
の
船
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た

が
、「
高
年
洋
上
大
学
」
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
船
内
講
義・

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
）
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

二　

拡
充
す
る
生
涯
学
習

高
齢
者

の
学
び

昭
和
四
十
四
年
に
発
足
し
た
い
な
み
野
学
園
は
、
五
十
二
年
四
月
か
ら
の
高
齢
者
放
送
大
学
の
開
設
、
大
学
院
（
二

年
制
）
の
「
指
導
者
養
成
講
座
」
の
設
置
、
同
年
九
月
か
ら
の
兵
庫
県
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
協
会
（
現
兵
庫
県
生

き
が
い
創
造
協
会
）
へ
の
移
管
な
ど
、
県
内
高
齢
者
大
学
の
基
幹
施
設
と
し
て
着
実
に
発
展
し
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
に
お
け
る
講
堂
等
の
全
面
改
築
に
は
、
学
生
も
加
わ
り
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
参
加
へ
の
一
つ
の
方
向
を
提
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示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
い
な
み
野
学
園
自
体
の
発
展
と
と

も
に
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
構
築
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
元

年
、
事
務
局
に
普
及
啓
発
部
を
新
設
し
、
広
報
活
動
、
社
会
参
加
・
貢
献

活
動
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
事
業
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
平
成
四

年
に
は
、
但
馬
・
丹
波
・
西
播
磨
、
淡
路
の
四
支
部
に
専
任
の
事
務
局
長

を
配
置
し
、
全
県
レ
ベ
ル
で
事
業
の
推
進
を
図
っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
県
立
の
高
齢
者
大
学
の
受
講
者
数
は
、
い
な
み
野
学
園
は
受
講
者
数
二
一
八
九
人
、
う
れ
し
の
老

人
大
学
が
二
八
六
人
、
西
播
磨
老
人
大
学
が
三
〇
〇
人
、
み
て
や
ま
学
園
が
三
三
九
人
、
丹
波
Ｏ
Ｂ
大
学
が
二
六
五
人
、
い
ざ

な
ぎ
学
園
が
一
八
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
、
市
町
の
高
齢
者
大
学
は
二
年
制
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
町
の
高
齢
者
大

学
で
学
ん
だ
後
、
県
立
の
高
齢
者
大
学
へ
と
い
う
学
び
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
、
と
り
わ
け
い
な
み
野
学
園
で
は
、
定

員
を
大
幅
に
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
入
学
者
が
選
ば
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
等
で
実
施
さ
れ
る
各
市
町
に
お
け
る
高
齢
者
教
室
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
は
昭
和
四
十
年
度
か
ら
開
設
の
委

嘱
事
業
を
推
進
し
て
き
た
が
、
県
内
で
は
補
助
を
上
回
っ
て
開
設
が
進
ん
で
い
た
。
昭
和
六
十
年
度
で
は
、
二
一
市
で
一
四
一

教
室
（
う
ち
文
部
省
補
助
一
三
教
室
）、
受
講
者
数
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
、
郡
部
六
二
町
で
一
三
〇
教
室
（
う
ち
文
部
省
補
助
二
〇
教

室
）、
受
講
者
数
約
一
万
六
五
〇
〇
人
で
あ
り
、
県
内
各
地
に
高
齢
者
の
学
び
の
機
会
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

写真 206　�高齢者放送大学の
卒後研修会
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成
人
・
青

年
の
学
び

成
人
の
学
び
の
場
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
始
ま
る
高
等
学
校
開
放
講
座
、
四
十
三
年
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
定
着
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
度
に
は
県
内
全
域
で
、
県
立

一
六
校
、
市
立
三
校
、
私
立
三
校
の
二
二
高
校
に
お
い
て
二
五
講
座
を
実
施
、
平
成
六
年
度
に
は
、
県
立
四
二
校
、
市
立
五
校
、

私
立
三
校
の
五
〇
校
で
五
六
講
座
、
受
講
者
は
二
二
七
一
人
に
及
ん
だ
。
地
域
別
の
実
施
講
座
数
は
、
神
戸
一
〇
、
阪
神
一
三
、

丹
有
五
、
東
播
九
、
西
播
一
一
、
但
馬
二
、
淡
路
六
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
国
際
化
の
進
展
に
あ
っ
て
、
昭
和
五
十
四
年
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
、
県
立
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
、
園
田
学

園
女
子
大
学
、
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
、
夙
川
学
院
短
期
大
学
に
お
い
て
成
人
大
学
講
座
（
国
際
社
会
人
育
成
講
座
、
年
間
三
〇
時
間
）

を
開
設
し
た
。
以
降
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
県
内
持
ち
回
り
（
各
年
度
二
〜
五
地
域
）
で
、
各
地
域
の
市

民
会
館
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
事
業
を
終
了
し
た
平
成
二
年
度
ま
で
の
一
二
年
間
で
延

べ
三
四
施
設
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　
県
内
全
域
に
お
け
る
円
滑
な
青
少
年
育
成
事
業
の
推
進
を
図
る
青
少
年
本
部
の
代
表
的
な

事
業
の
一
つ
で
あ
る
青
年
洋
上
大
学
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
第
一
〇
回
目
を
契
機

に
、
近
畿
青
年
洋
上
大
学
に
発
展
し
た
。
発
足
以
来
の
一
〇
回
の
航
海
に
お
い
て
、
延
べ
参

加
者
は
四
六
七
〇
人
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
年
に
は
、
青
少
年
育
成
県
民
会
議
と
青
少
年
本

部
の
機
能
を
合
わ
せ
持
っ
た
、
兵
庫
県
青
少
年
本
部
が
発
足
し
、
各
地
の
関
係
団
体
や
機
関

と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
二
年
、
青
少
年
の
様
々
な
体
験
活
動
に
あ
わ
せ
て
、

青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
促

写真 207　高校生ボランティア
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進
事
業
を
開
始
し
、
養
成
講
座
の
開
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
設
置
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
県
内
七
つ
の
地
域
で
、
計
七

高
校
を
会
場
と
し
、
対
象
は
一
会
場
当
た
り
高
校
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
あ
わ
せ
て
三
〇
人
。
講
座
の
内
容
は
手
話
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
訪
問
な
ど
で
、
三
〇
時
間
以
上
と
し
た
。
ま
た
、
事
業
の
一
環
し
て
、
年
に
一
回
、
実
践
発
表
会
と
情

報
交
換
の
場
と
し
て
「
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。
平
成
元
年
度
に
お
い
て
は
全
会
場
合
計
で
高
校
生
四

〇
六
七
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
六
四
五
人
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
受
講
修
了
者
を
、
各
教
育
事
務
所
単
位
で
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
派
遣
は
延
べ
で
一
万
一
一
〇
〇
人
に
及
ん
だ
。
次
い
で
平
成
三
年
に
は
、
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
総
合
事
業
へ
と
発
展
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
全
世
代
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
後
年
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
時
に
、
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
得
た
こ
と
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
も
言
わ
れ
た
が
、
兵

庫
県
で
は
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
下
地
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

小
中
高
校

生
の
学
び

昭
和
五
十
五
年
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
夏
休
み
中
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、
平
素

の
学
校
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
多
彩
な
学
習
・
体
験
活
動
の
場
と
し
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
設
さ
れ
た
。

翌
年
に
は
、
県
内
の
文
化
会
館
、
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
等
が
協
力
し
て
、
よ
り
多
く
の
場
所
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
設

さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
八
年
に
は
、「
ひ
ょ
う
ご
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
と
改
称
、
冬
休
み
に
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
春

休
み
に
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
、
野
外
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
・
美
術
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
産

業
・
演
劇
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
、
年
間
九
〇
近
い
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
県
内
各
地
か
ら
年
間
に
約

四
〇
〇
〇
人
余
り
が
参
加
し
、
地
域
を
超
え
た
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
も
な
っ
た
。

　
平
成
四
年
度
の
学
校
週
五
日
制
導
入
を
踏
ま
え
、
社
会
教
育
施
設
等
活
用
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
、
公
民
館
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や
博
物
館
、
学
校
施
設
を
活
用
し
て
様
々
な
体
験
活
動
が
、
モ
デ
ル
的
に
三
〇
サ
ー

ク
ル
用
意
さ
れ
た
。
内
訳
は
公
民
館
活
動
サ
ー
ク
ル
一
四
、
図
書
館
活
用
サ
ー
ク
ル

六
、
博
物
館
活
動
サ
ー
ク
ル
六
、
学
校
施
設
活
用
サ
ー
ク
ル
四
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ

て
、
博
物
館
等
無
料
開
放
事
業
も
実
施
さ
れ
、
県
内
在
住
の
小
・
中
学
生
等
に
対
し
、

「
ひ
ょ
う
ご
っ
子
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

近
代
美
術
館
、
歴
史
博
物
館
、
円
山
川
公
苑
（
美
術
展
示
室
）、
人
と
自
然
の
博
物
館
、

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
播
磨
中
央
公
園
ば
ら
園
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
に
無
料
で

入
館
（
園
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
学
校
の
校
外
学
習
や
家
族
で
の
訪
問
な
ど
、

同
年
度
で
、
カ
ー
ド
利
用
者
は
一
二
万
八
六
四
人
に
及
ん
だ
。

幼
児
・
親

の
学
び

幼
児
教
育
・
母
親
教
育
の
関
係
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
「
明

日
の
親
の
た
め
の
学
級
」
が
開
設
さ
れ
、
新
婚
期
の
男
女
二
〇
人
が

年
間
二
〇
時
間
以
上
の
受
講
を
経
て
、
よ
り
よ
い
家
庭
の
構
築
と
子
育
て
の
心
構
え

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
、
六
年
間
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
「
あ
す
の
ひ
ょ
う
ご
っ
子
を
育

て
る
運
動
」
は
、「
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
運
動
」、
平
成
四
年
度
か
ら
は
「
家
庭
教
育
総
合
推
進
事
業
」
へ
と
発
展

し
、
生
涯
学
習
時
代
に
あ
っ
て
児
童
生
徒
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
自
己
形
成
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
。

表85　ひょうごユースセミナー開設状況（昭和61年度）

開催場所
コース数 受講者数（人）

夏 冬 春 計 夏 冬 春 計
嬉野台生涯教育センター
文教府・各文化会館
各生活科学センター
試験研究機関
技術大学校等学校
美術館・博物館・図書館
その他

25
14
3
4
3
5
16

  6
  4

  2

5

1

36
18
  3
  4
  3
  5
19

1,235
665
78
90
60
196
898

496
142

180

428

  30

2,159
807
78
90
60
196
1,108

計 70 12 6 88 3,222 818 458 4,498
� （『兵庫県教育史』を参照して作成）
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平
成
元
年
度
、
子
育
て
中
の
若
い
親
た
ち
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
県
内
に
子

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
、そ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
べ
く「
両

親
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
設
し
た
。
講
座
は
、
県
立
嬉
野
台
生
涯

教
育
セ
ン
タ
ー
、
県
立
こ
ど
も
の
館
及
び
姫
路
児
童
相
談
所
で
実
施
さ
れ
、
市
町
教
育

委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
三
一
人
を
受
講
者
に
、
し
つ
け
の
基
本
理
念
（
二
〇
時
間
）、

こ
ど
も
の
発
達
段
階
の
理
解
（
医
学
・
心
理
学
分
野
：
二
五
時
間
）、
こ
ど
も
の
保
育
と
保

健
（
二
五
時
間
）、
人
間
関
係
づ
く
り
と
グ
ル
ー
プ
の
組
織
論
（
二
五
時
間
）、
よ
り
よ
い

相
談
活
動
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
の
進
め
方
（
二
五
時
間
）
の
五
つ
の
領
域
に
お
い
て
、

受
講
者
が
、
自
ら
の
子
育
て
体
験
を
振
り
返
り
つ
つ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
専

門
的
な
知
識
や
技
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
次
い
で
平
成
二
年
度
に
は
、
三
一
名
の
派
遣
元
で
あ
る
一
五
市
一
六
町
に
子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
以
降
、
両
方
の
事
業
は
順
調
に
進
捗
し
、
平
成
六
年
度
に
は
二
一
市
七
〇
町
九
一
カ
所
で
の
設

置
と
な
り
、
主
に
公
民
館
の
一
角
に
事
務
所
を
配
置
し
、
地
域
の
子
育
て
相
談
は
も
と
よ
り
母
親
の
グ
ル
ー
プ
形
成
や
仲
間
づ

く
り
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
っ
た
。

婦
人
の

学
び

消
費
者
の
意
識
が
、「
量
よ
り
質
」
へ
の
転
換
が
進
む
と
と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
普
及
に
伴
い
消
費
者

金
融
や
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
は
各
地
の
生
活
科
学
セ

ン
タ
ー
で
継
続
し
て
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
婦
人
学
習
に
係
る
婦
人
生
活
大
学
は
昭
和
五
十
七
年
に
一
般
課
程
と
専
門
教
育
を
設
け
、
一
般
課
程
は
公
募
で
受
講

写真208　両親教育インストラクター養成講座
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生
を
、
専
門
課
程
は
一
般
課
程
修
了
者
と
市
町
が
開
設
す
る
婦
人
学
級
修
了
者
か
ら
募
集

す
る
こ
と
と
し
、
学
習
の
深
化
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
一
年
に
は
、
学
習
体
系
を

改
め
、
地
域
課
題
解
決
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
図
る
た
め
、
学
習
年
限
を
二
年
と
し
、
受
講

者
は
婦
人
活
動
団
体
、
市
町
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
と
し
た
。

障
害
者

の
学
び

身
体
障
害
者
学
級
「
青
い
鳥
学
級
（
視
覚
障
害
）」「
く
す
の
木
学
級
（
聴
覚
・

言
語
障
害
）」
は
、
阪
神
・
丹
有
・
東
播
・
西
播
・
但
馬
・
淡
路
の
各
地
区
に

一
学
級
、
県
内
で
計
六
学
級
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
、
両
方
の

学
級
か
ら
の
学
級
増
の
要
望
に
応
え
、
阪
神
・
東
播
・
西
播
の
各
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
二
学

級
の
編
成
と
し
た
。「
青
い
鳥
学
級
」
で
延
べ
二
一
三
五
人
、「
く
す
の
木
学
級
」
延
べ
一

三
九
〇
人
で
あ
っ
た
。
三
田
市
の
国
立
療
養
所
中
央
病
院
の
「
た
け
の
こ
学
級
（
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
者
）」
は
一
学
級
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。
各
学
級
の
年
間
の
開

催
回
数
は
、「
青
い
鳥
学
級
」
で
七
〜
八
回
、「
く
す
の
き
学
級
」
で
は
五
〜
六
回
と

な
っ
て
い
る
。「
た
け
の
こ
学
級
」
は
時
間
数
に
換
算
し
て
、
当
初
は
延
べ
一
二
〇

時
間
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
は
延
べ
三
二
〇
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
つ
の
学
級
生
が
一
堂
に
会
す
る
「
身
体
障
害
者
社
会
学
級
生
の
集
い
」
に
は
、

例
年
、
学
級
生
並
び
に
そ
の
関
係
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
名
前
後

の
参
加
者
を
得
て
い
た
が
、「
平
成
六
年
度
身
体
障
害
者
社
会
学
級
生
の
集
い
」
は
、

写真 209　�神戸生活科学センターでの�
消費者問題講演会
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
た
。

生
活
文
化

の
学
び

県
政
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
文
化
の
向
上
」
を
図
る
一
環
と
し
て
、
兵
庫
県
文
化
協
会
は
、
昭
和
五
十
六

年
に
兵
庫
県
生
活
文
化
大
学
を
神
戸
と
姫
路
に
開
校
し
た
。
開
設
当
初
は
「
ふ
る
さ
と
と
暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
一
般
講
座
と
、
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
等
の
専
門
講
座
を
設
置
し
、
二
年
目
か
ら
は
、
研
修
旅
行
を
柱
と
す
る
移
動
講

座
を
加
え
た
三
講
座
で
編
成
さ
れ
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
は
、
新
た
に
荒
田
校
（
神
戸
市
兵
庫
区
）、
明
石
校
を
開
設
、
荒
田
校
で
は
近
隣
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務

所
に
よ
る
「
埋
蔵
文
化
財
教
室
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
従
来
の
講
座
編
成
を
廃
止
、
以

降
、
神
戸
校
で
は
一
般
講
座
の
内
容
を
中
心
に
、
明
石
、
姫
路
校
で
は
「
く
ら
し
の
文
化
教
室
」「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
教
室
」、

荒
田
校
は
引
き
続
き
「
埋
蔵
文
化
財
教
室
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
が
、
市
町
の
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
平
成

五
年
、
神
戸
、
明
石
、
姫
路
の
三
校
と
し
た
。

三　

社
会
教
育
の
進
展

家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の

向
上
─
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携

核
家
族
の
増
加
と
価
値
観
の
多
様
化
、
個
人
主
義
の
浸
透
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
低

下
し
、
児
童
生
徒
に
係
る
様
々
な
課
題
の
解
決
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育
に
お
い

て
「
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
」
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
、

兵
庫
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
の
連
携
の
下
で
、
先
述
の
「
明
日
の
ひ
ょ
う
ご
、
子
を
育
て
る
運
動
」
に
続
い
て
「
家
庭
と
地
域
の

教
育
力
を
高
め
る
運
動
」
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
家
庭
教
育
の
あ
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り
方
を
考
え
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
家
庭
教
育
」
の
作
成
、
②
豊
か
な
心
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
践
活
動
の
展
開
、
③
家
庭
教
育
総

合
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の
三
事
業
で
あ
っ
た
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
小
学
校
編
「
お
も
い
や
り
」、
中
学
校
編
「
今
中
学
生
は
、

共
に
い
き
る
」、
高
校
用
「
進
路
」
を
作
成
し
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
家
庭
学
級
に
お
い
て
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
鑑
賞
と
そ
の
後
の
協
議

等
に
活
用
さ
れ
た
。
実
践
活
動
は
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
委
託
し
、
幼
・
小
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
の
遊
び
の
開
発
」、
小
・
中
を

対
象
と
し
た
「
耐
え
る
力
を
育
て
る
」、
中
・
高
を
対
象
と
し
た
「
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
」、
小
・
中
・
高
を
対
象
と
し
た

「
勤
労
体
験
」・「
郷
土
愛
を
育
て
る
」
活
動
の
五
つ
の
中
か
ら
選
び
、
地
域
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
を
考
慮
の
上
、
実
践

活
動
を
行
っ
た
。
委
託
は
、
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
三
事
業
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
八
事
業
、
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
四
事
業
、

特
殊
教
育
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
事
業
、
あ
わ
せ
て
二
六
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
の
家
庭
教
育
総
合
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
社
会
教
育
指
導
者
に
よ
っ

て
、
実
践
活
動
の
成
果
の
発
表
等
を
中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を

高
め
る
方
策
を
総
合
的
に
研
究
す
る
も
の
で
、
但
馬
地
区
（
但
馬
農
協
会
館
）
で
は
五
〇
〇
人
、

西
播
磨
地
区
（
姫
路
市
民
会
館
）
で
は
八
〇
〇
人
の
参
加
を
得
て
、
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）・

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
（
教
育
研
究
革
新
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
家
庭
教
育
国
際
セ
ミ
ナ
ー
が
、
兵
庫
県
立
嬉
野

台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
の
各
国
代
表
に
県
内

社
会
教
育
関
係
者
等
一
八
〇
人
が
集
い
、
各
国
の
家
庭
教
育
の
現
状
を
報
告
し
合
い
、
両
親
教

育
の
方
法
・
効
果
等
に
つ
い
て
研
究
・
協
議
を
行
っ
た
。

写真 211　OECD・CERI 家庭教育国際セミナー
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社
会
教
育

施
設
の
拡
充

第
一
編
の
時
期
に
整
備
さ
れ
た
県
立
近
代
美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教
育
施
設
は
、
こ
の
時
期
に
も
引

き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
に
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
た
に
姫
路
城
に
隣
接
し
て
県
立
歴
史
博
物
館
が
開
設
さ

れ
る
と
と
も
に
、
公
立
博
物
館
と
し
て
人
と
自
然
の
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
。

〔
県
立
近
代
美
術
館
の
拡
充
〕

　
昭
和
四
十
五
年
に
開
設
さ
れ
た
県
立
近
代
美
術
館
は
、
五
十
七
年
に
西
館
を
、
六
十
三
年
に
東
館
を
開
館
、
更
に
充
実
を
図

り
、
展
示
部
門
だ
け
で
も
三
四
一
一
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
と
な
っ
た
。
同
年
三
月
の
収
蔵
美
術
品
は
、
日
本
画
七
五
点
、

洋
画
一
〇
四
九
点
、
素
描
二
八
点
、
版
画
八
八
六
点
、
彫
刻
一
一
三
点
、
工
芸
六
点
、
書
一
二
点
、
写
真
そ
の
他
二
点
、
合
計

二
一
七
一
点
を
数
え
る
。
観
覧
者
数
は
二
一
万
八
九
二
二
人
で
あ
る
。
主
な
活
動
は
、収
蔵
作
品
の
常
設
展
示
と
国
内
外
の
近・

現
代
美
術
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
年
に
七
、
八
回
開
催
す
る
ほ
か
、
資
料
収
集
等
の
調
査
研
究
や
絵
画
教
室
、
講
演
会
等
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
特
別
展
に
お
い
て
は
、
平
成
元
年
「
シ
ャ
ガ
ー
ル
展
」
で
は
約
九
万
二
五
〇
〇
人
、
こ
の
年
に
来
館

者
数
四
〇
〇
万
人
を
突
破
し
て
い
る
。
次
い
で
平
成
四
年
度
の
「
ム
ン
ク
展
」
で
は
五
万
人
を
数
え
、「
モ
ネ
と
印
象
派
展
」

で
は
来
館
者
約
一
五
万
七
〇
〇
〇
人
と
最
多
を
記
録
し
て
い
る
。
平
成
六
年
度
も
順
調
に
来
館
者
を
増
や
し
、注
目
の
「
ル
ネ・

マ
グ
リ
ッ
ト
展
」
で
来
館
者
数
五
〇
〇
万
人
を
超
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

中
止
、
休
館
と
な
り
、
達
成
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

〔
県
立
歴
史
博
物
館
の
開
館
〕

　
県
立
歴
史
博
物
館
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
の
県
立
博
物
館
懇
話
会
の
発
足
、
八
月
の
県
立
博
物
館
設
立

準
備
室
の
設
置
に
よ
り
始
ま
っ
た
。
翌
年
、
基
本
設
計
、
常
設
展
示
設
計
等
の
策
定
（
委
託
）
と
と
も
に
、
資
料
収
集
を
開
始
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し
た
。
昭
和
五
十
八
年
四
月
、
姫
路
市
本
町
、
姫
路
城
跡
、
本
丸
北
側
に
県
立
歴
史
博
物
館

が
開
館
し
た
。
建
築
家
丹た
ん

下げ

健け
ん

三ぞ
う

に
よ
る
設
計
で
、
国
宝
姫
路
城
の
景
観
を
取
り
入
れ
、
か

つ
近
代
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
施
設
で
あ
る
。
展
示
に
つ
い
て
は
、
常
設
展

示
、
特
別
展
示
に
分
か
れ
、
常
設
展
示
は
、「
兵
庫
の
歴
史
」「
姫
路
城
の
す
べ
て
」「
風
土

に
い
き
る
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
別
展
示
は
、
テ
ー
マ
に
基
づ
き
年

三
回
程
度
の
開
催
。
昭
和
六
十
二
年
度
の
特
別
展
示
「
徳
川
美
術
館
の
名
宝
」
は
二
九
日
間

に
七
万
二
〇
〇
〇
人
が
鑑
賞
、
年
間
の
来
館
者
数
は
一
七
万
五
〇
〇
〇
人
を
数
え
て
い
る
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
講
演
会
、
資
料
の
貸
出
し
、

鑑
賞
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
所
蔵
資
料
も
歴
史
、
考
古
、
美
術
、
民
俗
、
城
郭
の
区
分
の

合
計
で
、
開
館
時
の
一
万
八
五
一
点
か
ら
、
平
成
六
年
度
に
は
一
九
万
六
一
六
六
点
と
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。

〔
人
と
自
然
の
博
物
館
の
開
館
〕

　
自
然
保
護
や
自
然
と
の
共
生
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、
自
然
系
博
物
館
設
立
へ
の
要
望
に
応
え
、
昭
和
五
十
九

年
に
兵
庫
県
立
自
然
系
博
物
館
建
設
基
本
構
想
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
六
十
一
年
に
は
「
兵
庫
県
立
自
然
系
博
物
館
建
設
基
本

構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
基
本
構
想
で
は
、
従
来
の
機
能
に
加
え
て
、
今
日
的
課
題
の
解
決
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆

使
し
た
増
殖
・
復
元
の
試
行
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
整
備
と
デ
ー
タ
の
県
民
へ
の
提
供
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
活

用
な
ど
、
ま
さ
に
時
代
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
場
所
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
ホ
ロ
ン
ピ
ア
館
を
活
用
す
る
こ

と
が
決
定
し
、
平
成
四
年
十
月
九
日
、
秋
篠
宮
夫
妻
の
臨
席
の
下
、
三
田
市
弥
生
が
丘
深
田
公
園
・
ホ
ロ
ン
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
開
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館
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
翌
十
日
、
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

の
開
館
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
同
博
物
館
は
、
姫
路
工
業
大
学
（
現
兵
庫
県
立
大
学
）
の
附

置
研
究
所
と
し
て
、
公
立
博
物
館
で
は
初
め
て
大
学
機
能
を
併
設
し

た
。
博
物
館
が
行
う
収
集
・
展
示
等
に
加
え
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
学

術
交
流
等
の
機
能
を
持
ち
、
同
大
学
自
然
・
環
境
科
学
研
究
所
の
教

員
が
職
員
を
兼
務
し
て
い
る
。
設
立
当
初
か
ら
の
ポ
リ
シ
ー
で
あ
る

「
思
索
し
、
行
動
し
、
提
言
す
る
博
物
館
」
と
し
て
、
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、

研
究
成
果
を
自
然
環
境
の
保
全
や
再
生
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
常
設
展
は
、「
兵
庫
の
自
然
誌
」「
人
と
自
然
」「
新
し
い
文
化
」「
生
物
の
世
界
」「
地
球
、
生
命
と
台
地
」
の
五
つ
の
テ
ー

マ
か
ら
成
り
、
開
館
時
の
収
蔵
資
料
は
表
86
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
年
の
企
画
展
示
「
栗く
り

林ば
や
し

慧さ
と
し

写
真
展
─
自
然
の
瞬
間
を
と

ら
え
る
─
」
に
は
五
万
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
々
が
訪
れ
た
。

〔
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
〕

　
昭
和
五
十
四
年
七
月
に
開
所
し
た
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
以
降
も
施
設
の
拡
充
を
推
進
し
、
五
十
五
年
度
に
は
学

習
交
流
棟
、
体
育
館
、
体
験
工
作
室
、
青
少
年
広
場
、
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
五
十
六
年
度
は
冒
険
の
小
川
、
思
索
の
森
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
場
、
五
十
七
年
度
は
芝
生
広
場
、
婦
人
の
森
と
施
設
の
拡
充
を
図
り
、
五
十
九
年
度
に
全
施
設
の
整
備

が
完
了
し
た
。
ち
な
み
に
、
同
年
の
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
は
延
べ
で
一
六
万
九
四
四
九
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
未
利
用
地
に
つ
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で
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
の
生
涯
教
育
の
核
と
し
て
、
一
般
成
人
、
婦
人
、
高
齢
者
、
青
少
年
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
機
会
の
提

供
、
生
涯
学
習
・
生
涯
教
育
情
報
の
提
供
、
生
涯
教
育
指
導
者
の
養
成
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
、
実
施
し

て
い
る
。

〔
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
〕

　
県
民
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
が
図
ら
れ
た
。
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
三
年
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
つ
い
て
の
考
え
方
か
ら
指
導
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
施
設
職
員
を
対
象

に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
施
設
職
員
研
修
」
を
実
施
し
、
四
年
か
ら
「
社
会
教
育
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開

講
、
受
講
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
施
設
別
に
、
県
立
近
代
美
術
館
一
一
人
、
県
立
図
書
館
九
三
人
、
県
立
歴
史
博
物
館
四
六

人
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
平
成
五
年
か
ら
は
「
生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
を
図
っ
て
い
る
。

い
て
は
、
学
習
・
体
験
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し
、
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら
三
年
間
、
セ
ン
タ
ー
施
設
の
建
設
・
整
備
等
の
体
験
活
動
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
化
し
、
思
い
や
り
の
心
や
協
調
性
を
育
む
た
め
の
「
青
少
年
の
手
造

り
に
よ
る
杜
づ
く
り
」
を
実
施
し
た
。
技
術
指
導
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
参
加
者
は
、
兵
庫
教
育
大
学
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
地
域
子
ど
も
会
な
ど

写真 214　�県立嬉野台生涯教育
センター体育館

第六章　個性を重視した教育改革の推進

565



〔
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の
始
動
〕

　
平
成
元
年
に
、
特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
繁
殖
に
取
り
組
ん
で
い
た
兵

庫
県
コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
場
（
豊
岡
市
、平
成
三
年
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
に
改
称
）

に
お
い
て
、
待
望
の
ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
。
以
後
、
毎
年
ヒ
ナ
が
誕
生
し
人
工
飼
育
が
軌

道
に
乗
り
始
め
た
中
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
四
年
度
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
将
来
構

想
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
計
画
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
五
年
度
末
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
化
を
目
指
す
取
組
を
核
と
し
つ
つ
、
人
と
自

然
が
共
生
で
き
る
環
境
の
創
造
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
広
く
県
民
が
考
え
、

学
ぶ
場
と
し
て
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
（
仮
称
）」
を
整
備
す
る
基
本
構
想
が
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
基
本
構
想
に
お
い
て
、
公
園
は
自
然
ゾ
ー
ン
（
現
状
の
植
生
を
生
か
し
て
生
態
系
の
保
全
を
図
る
）、
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
馴

化
ゾ
ー
ン
（
飼
育
・
繁
殖
施
設
、
野
生
化
研
究
施
設
等
）、
自
然
観
察
・
学
習
ゾ
ー
ン
（
博
物
館
、
自
然
観
察
施
設
等
）
の
三
つ
の
ゾ
ー

ン
に
区
分
さ
れ
、必
要
な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、開
設
候
補
地
は
豊
岡
市
祥
雲
寺
の
約
一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
さ
れ
た
。
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
は
、
平
成
九
年
度
に
着
工
し
、
十
一
年
十
一
月
に
開
園
し
た
。
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